



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































北在隷 7 2 z 3 14 12 26 53.8 
南直隷 5 15 30 12 62 20 82 75.6 
斯 江 28 18 21 48 12 60 80.0 
江 西 23 3 26 7 33 78.8 
湖 広 9 10 19 7 26 73.1 
福 建 18 41 22 23 95.7 
山 東 5 23 51 33 11 44 75.0 
山 西 4 3 7 4 11163.6 
河 南 6 1 3 10 61 15(1 66.7 
陳 西12 9 2 2 13 13 26150.0 
四 112 7 7 3 10170.0 
広 東 2 2 4 1 5180.0 
広 西 2 2 3 5140.0 
空副ミ 南 2 I 3 7 10130.0 
世 州 。4 41 0.0 













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































年 次 折銀牢1側 対 象 典 拠
洪武8(1375)年 1.000 公定価格 正徳r明会典」巻32紗法
氷梨5(1407)年 0.0125 税槌・課程 向 上
宣徳4(1424)年 0.01 課程・紗関 正fEr明会典』巻32課程
成化16(1480)年 0.005 量生澗(臨時) r明実録」同年正月庚成町長
弘治 1(1488)年 0.003 課程紗関 正徳『明会典』巻32l*程
嘉塙 4(1525)年 0.003 課程 万暦『常川l府志」巻 7征権
高梢 6(1527)年 0.0011 戸口食塩紗 万暦r鋭江府志』巻6塩紗
隆慶 1(1567)年 0.0日06 課程 万暦「江寧県志』巻3雑賦
万磨 6(1578)年 0.002 課程 万暦「わt州府志」巻30課程
表I
次
の
表
凹
は
、
課
程
紗
一
貫
に
対
す
る
折
銀
率
的
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表
の
課
程
妙
に
は
、
紗
闘
の
船
料
紗
や
戸
口
食
塩
紗
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
大
勢
は
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
依
れ
ば
、
紗
町
市
場
価
格
の
下
落
に
応
じ
て
折
銀
率
は
急
速
に
低
下
し
て
お
り
、
『
金
華
府
志
』
が
指
摘
す
る
公
定
比
価
の
十
分
の
一
以
下
ど
こ
ろ
の
騒
ぎ
で
は
な
か
っ
た
。
100 
洪
武
八
年
紗
法
制
定
時
の
公
定
交
換
レ
l
ト
紗
一
貫
l
銀
一
両
に
比
べ
て
、
税
課
司
局
で
一
部
銀
納
化
が
始
ま
っ
た
約
百
年
後
円
弘
治
元
年
に
は
、
紗
一
貫
1
銀
三
鐙
と
約
三
百
分
の
一
以
下
と
な
っ
て
い
スω
。従
っ
て
、
銀
納
化
が
一
般
化
す
る
明
後
半
期
ま
で
の
聞
に
税
課
司
局
等
の
商
税
額
の
実
質
的
目
減
り
、
商
税
納
税
者
向
立
場
か
ら
見
れ
ば
「
減
税
」
と
い
う
思
わ
ぬ
結
果
が
資
さ
れ
た
と
い
、
L
L問
。
勿
論
、
こ
う
し
た
事
態
の
恩
恵
を
納
税
者
が
す
べ
て
蒙
っ
た
訳
で
は
な
く
、
一
方
で
は
、
徴
税
事
務
に
携
わ
る
{
目
貝
や
膏
吏
的
手
数
料
に
相
当
す
る
部
分
の
目
減
り
を
補
う
べ
く
、
不
正
徴
収
の
普
遍
化
を
も
惹
起
し
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
と
は
吾
一
回
え
、
か
く
し
て
銀
納
化
が
全
国
的
に
も
普
及
し
た
嘉
靖
年
間
以
降
、
商
税
額
の
実
質
的
減
少
、
そ
れ
に
伴
な
う
人
件
費
問
題
の
顕
在
化
に
よ
っ
て
、
各
地
の
税
課
司
局
内
存
廃
が
、
地
方
政
治
上
町
問
題
と
し
て
浮
ぴ
上
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
当
初
は
、
県
城
・
鎖
市
レ
ヴ
ェ
ル
の
税
課
局
の
府
税
課
司
へ
の
合
併
に
よ
る
人
件
費
削
減
と
い
う
形
で
事
態
は
進
行
し
た
。
以
上
の
考
察
に
よ
り
、
当
該
時
期
の
税
課
司
局
内
合
併
・
廃
止
が
、
明
朝
町
商
税
政
策
そ
れ
自
体
の
問
題
ー
ー
ー
よ
り
正
確
に
言
え
ば
、
租
税
徴
収
の
原
額
主
義
的
問
題
と
と
も
に
、
紗
法
施
行
後
の
明
前
半
期
の
通
貨
政
策
と
密
接
な
関
連
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
商
税
徴
収
が
、
そ
の
制
約
か
ら
解
き
放
た
れ
銀
納
化
す
る
過
程
で
生
じ
た
問
題
ー
ー
ー
に
起
因
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
都
市
商
税
改
革
と
門
搬
課
税
銀
の
成
立
蘇
州
・
常
州
両
府
の
改
革
明
代
後
半
期
、
銀
納
化
に
よ
る
商
税
額
的
実
質
的
減
少
に
伴
な
い
、
税
課
司
局
同
運
営
に
必
要
な
人
件
費
に
相
当
す
る
額
さ
え
も
徴
収
で
き
な
い
事
態
を
迎
え
、
各
地
で
そ
の
合
併
・
廃
止
を
求
め
る
議
論
が
出
現
し
た
。
し
か
し
、
実
際
に
税
諜
司
局
が
廃
止
さ
れ
る
た
め
に
は
、
こ
れ
に
代
わ
る
新
た
な
商
税
徴
収
方
法
が
模
索
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
税
諜
司
局
の
合
併
や
廃
止
は
、
人
員
の
削
減
や
建
物
の
廃
止
で
は
あ
っ
て
も
、
商
税
自
体
の
撤
廃
を
意
味
せ
ず
、
旧
来
の
商
税
額
は
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
た
か
ら
で
あ
M
V
税
課
司
局
に
か
わ
る
新
た
な
商
税
徴
収
方
法
を
創
始
し
た
改
革
と
し
て
、
こ
こ
で
は
最
初
に
、
蘇
州
及
び
常
州
府
に
お
け
る
嘉
梢
四
年
の
商
税
改
革
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
嘉
靖
二
十
一
年
後
補
刊
の
正
徳
『
姑
蘇
志
』
巻
一
五
回
賦
・
商
税
に
は
、
1 
国
朝
在
城
設
税
課
司
、
呉
服
長
側
・
呉
江
・
山
花
山
・
常
熱
・
那
定
・
同
虫
・
崇
明
各
設
税
制
部
局
、
司
局
凡
九
。
歳
緋
銭
二
時
四
千
二
百
三
十
九
時
有
奇
。
弘
治
十
六
年
又
添
太
倉
州
税
課
局
、
可
局
凡
十
。
歳
時
紗
八
珂
二
百
五
十
七
錠
、
折
銭
八
十
前
二
千
五
百
有
奇
、
司
局
各
線
有
差
。
〔
嘉
梢
四
年
知
府
胡
統
宗
改
議
、
於
城
市
各
行
錦
戸
神
納
門
機
折
徴
紗
鋭
、
各
州
脈
毎
年
共
銀
五
百
四
十
九
雨
有
奇
、
週
間
月
加
銀
凹
十
七
雨
有
奇
。
〕
l
i
l
〔
〕
内
は
説
梢
後
補
刊
本
で
別
納
さ
れ
た
部
分
と
あ
り
、
一
O
所
の
税
認
可
局
を
有
す
る
蘇
州
府
で
は
、
嘉
靖
四
年
《
お
》
に
知
府
胡
繍
宗
が
改
革
を
行
な
い
、
県
城
や
鎖
市
町
各
業
種
の
鋪
戸
(
庖
納
商
人
)
か
ら
「
門
機
折
徴
紗
銀
」
を
徴
収
し
た
こ
と
が
見
え
る
。
同
一
系
統
的
記
事
は
、
万
暦
『
常
軌
ハ
私
志
』
等
に
も
載
せ
る
が
、
『
常
熟
私
士
山
』
巻
三
叙
賦
・
商
税
で
は
、
先
的
引
用
部
分
に
紘
一
け
て
吋
税
)
課
局
殿
す
」
と
あ
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
即
ち
『
姑
蘇
士
山
』
の
記
事
官
で
は
、
鋪
戸
か
ら
徴
収
し
た
門
機
折
徴
紗
銀
と
従
来
的
税
課
司
局
と
新
町
関
係
が
不
明
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
『
常
熟
私
志
』
を
参
照
す
る
こ
銀
と
に
よ
り
、
胡
機
宗
の
改
革
が
、
税
課
局
の
廃
止
と
密
接
な
関
連
を
棚
有
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
か
ら
で
あ
る
。
因
み
に
蘇
州
府
で
は
、
収
弘
治
十
八
年
に
既
に
崇
明
県
税
課
局
が
廃
止
さ
れ
て
い
た
が
、
葦
哨
同
年
間
以
降
他
の
税
課
司
局
も
次
々
と
廃
止
さ
れ
た
。
万
暦
『
明
会
典
』
高
巻
三
五
税
課
司
局
に
依
れ
ば
、
三
十
九
年
に
は
長
洲
と
呉
県
の
ニ
局
、
制
四
十
一
年
に
は
常
軌
・
呉
江
・
嘉
定
・
太
倉
州
町
四
局
、
隆
慶
二
年
間
は
本
府
税
課
司
も
廃
止
さ
れ
、
府
内
に
は
税
課
司
局
が
一
つ
も
無
く
5
2
-
南
な
っ
て
い
る
。
腕
常
州
府
で
も
蘇
州
府
と
同
時
期
に
改
革
い
が
行
な
わ
れ
た
。
万
暦
併
『
常
州
府
志
』
巻
八
銭
殺
志
・
征
椎
は
、
先
の
『
姑
蘇
志
』
に
比
べ
聞
や
や
詳
し
く
改
革
の
内
容
み
乞
記
し
て
い
る
。
101 
事
蛸
四
年
奉
例
枕
諜
司
門
機
・
酒
酷
諸
謀
、
革
去
行
市
之
枕
、
棟
集
去
慮
、
抽
村
各
牙
行
錦
戸
、
照
紗
銭
原
額
、
編
国
同
排
冊
、
折子
銀市
徴鋲
貯
、
毎
紗
一
貫
折
銀
三
州
側
、
毎
銭
二
文
折
銀
三
続
、
・
供
四
季
解
納
、
若
潟
令
。
常
州
府
下
で
は
、
嘉
靖
四
年
商
税
銭
紗
の
銀
納
化
と
並
行
し
て
、
門
機
課
や
酒
酷
課
な
ど
町
商
税
町
内
、
税
課
司
局
が
流
通
す
る
商
品
に
一
々
課
税
す
る
「
行
市
之
税
」
、
を
改
め
て
、
県
城
や
鎖
市
町
牙
行
・
錦
戸
に
割
り
あ
て
る
門
機
科
派
方
式
(
後
述
)
を
採
用
し
た
。
蘇
州
・
常
州
両
府
で
実
施
さ
れ
た
嘉
梢
四
年
の
改
革
に
つ
い
て
は
、
佐
久
間
重
男
氏
も
同
じ
く
『
姑
蘇
志
』
『
常
州
府
志
』
を
用
い
て
既
に
論
及
し
て
い
M
V
そ
こ
で
は
、
「
門
機
税
は
嘉
靖
四
年
(
一
五
二
五
)
に
、
紗
一
貫
が
銀
三
厘
、
銅
銭
二
文
が
銀
三
底
的
割
合
で
紗
・
銭
に
代
っ
て
銀
納
に
改
め
ら
れ
た
U
と
述
べ
る
如
く
、
門
機
税
の
紗
・
銭
納
か
ら
銀
納
へ
の
変
化
と
し
て
の
み
把
え
て
い
る
。
し
か
し
、
『
常
州
府
志
』
で
「
行
市
の
税
を
革
去
す
る
」
と
明
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
改
革
は
銀
納
化
の
み
に
止
ま
ら
な
い
徴
税
方
法
の
変
更
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
は
、
常
州
府
内
属
県
江
陰
県
の
改
革
を
参
聞
す
る
こ
と
に
よ
り
一
層
明
瞭
と
な
る
。
嘉
精
『
江
陰
県
志
』
巻
凶
課
程
に
は
、
園
初
商
税
等
項
課
紗
、
保
験
貨
批
枚
、
歳
遮
南
京
戸
部
交
納
、
計
紗
一
部
一
千
九
百
四
十
一
錠
三
賞
四
百
四
十
文
・
銅
銭
一
十
一
部
九
千
四
百
一
十
六
文
。
宜
叩
梢
四
年
巡
按
御
史
朱
窪
畠
以
征
枕
煩
挺
、
克
也
同
門
搬
、
A
n
牙
行
四
季
牧
貯
本
附
師
、
歳
終
起
遮
故
数
。
と
あ
り
、
こ
こ
で
は
銀
納
化
に
関
す
る
言
及
が
な
く
逆
に
徴
収
方
法
似
の
変
更
が
強
一
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事
に
見
え
る
商
税
額
は
、
万
1
暦
『
常
州
府
士
山
』
巻
七
銭
穀
士
山
・
征
椛
に
載
せ
る
成
化
十
八
年
向
「
江
陰
脈
税
課
局
正
対
課
」
の
紗
及
ぴ
銅
銭
額
と
同
一
で
あ
る
。
そ
の
内
訳
は
、
狭
義
的
商
税
諜
が
九
四
・
O
%
を
占
的
、
門
機
謀
は
三
・
一
%
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
因
み
に
常
州
府
全
体
で
も
、
商
税
課
は
八
二
・
O
%
に
対
し
門
機
課
は
六
・
七
%
で
あ
り
、
こ
の
比
率
は
江
陰
県
の
み
の
特
殊
な
事
例
で
は
吐
く
、
一
般
的
な
も
の
と
言
っ
て
よ
い
。
従
っ
て
、
課
程
額
の
大
部
分
は
、
従
来
狭
義
の
商
税
課
と
し
て
税
剤
師
司
局
的
巡
欄
等
に
よ
る
験
資
を
へ
て
、
個
々
の
商
品
に
対
し
て
課
税
徴
収
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
煩
墳
な
徴
税
手
続
を
改
め
て
、
課
程
額
全
体
を
牙
行
や
鋪
戸
に
対
す
る
門
機
科
派
方
式
と
し
た
の
が
、
嘉
梢
四
年
の
巡
按
御
史
朱
嘉
呂
町
改
革
の
主
眼
で
あ
っ
た
。
改
革
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
客
商
と
都
市
商
人
と
の
双
方
に
よ
っ
て
負
担
さ
れ
て
い
た
商
税
が
、
牙
行
や
鋪
戸
な
ど
都
市
商
人
に
対
す
る
課
税
と
し
て
の
性
格
を
強
め
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
改
め
て
後
述
す
る
。
ま
た
、
商
税
課
・
酒
酪
課
・
門
機
課
な
ど
種
々
の
科
派
方
法
か
ら
な
る
諜
程
が
門
機
科
派
に
整
理
・
一
本
化
さ
れ
た
点
は
、
こ
の
時
期
的
一
条
鞭
法
に
見
ら
れ
る
税
役
制
度
的
一
条
化
(
徴
税
方
法
の
合
理
化
)
と
も
共
通
の
傾
向
を
看
取
で
き
よ
う
。
な
お
『
江
陰
県
志
』
で
は
、
銀
納
化
の
こ
と
に
言
及
し
て
い
な
い
も
の
の
、
『
常
州
府
志
』
の
記
事
か
ら
明
ら
か
な
如
く
改
革
は
銀
納
化
も
伴
っ
て
お
り
、
そ
の
歳
額
は
銀
コ
一
五
八
両
余
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
税
課
司
局
町
大
使
副
使
ー
ー
ー
官
損
・
巡
欄
の
系
列
に
よ
る
商
税
徴
収
に
代
わ
る
門
機
科
派
方
式
と
は
、
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
万
暦
『
嘉
定
県
志
』
巻
六
貢
課
に
は
、
一
門
機
、
本
脈
額
編
紗
銀
二
百
五
十
九
雨
(
銭
以
下
省
略
)
。
毎
年
於
城
市
郷
鋲
釧
庖
門
面
派
徴
、
支
給
太
・
鎖
二
術
官
軍
科
本
脈
官
吏
俸
紗
之
用
。
ま
た
嘉
靖
『
呉
江
県
志
』
巻
九
食
貨
志
・
貢
賦
に
も
、
商
税
妙
、
:
・
・
:
菰
摘
四
年
知
府
胡
徹
宗
改
談
、
於
城
市
各
行
鋪
戸
、
排
納
門
搬
課
紗
、
差
其
上
中
下
関
三
等
、
三
年
一
一
制
。
と
あ
る
。
前
者
に
依
れ
ば
、
門
機
科
派
の
基
準
が
県
城
や
鎖
市
町
庖
鋪
の
「
門
面
」
に
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
各
業
種
の
鋪
戸
は
、
庖
鋪
の
間
口
の
大
小
に
象
徴
さ
れ
る
資
本
評
価
に
基
づ
い
て
上
中
下
三
等
に
ラ
ン
ク
づ
け
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
鋪
戸
町
戸
等
評
価
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
の
が
、
先
に
引
用
し
た
『
常
州
府
志
』
に
も
見
え
る
「
排
冊
」
で
、
三
年
毎
に
編
成
し
直
し
た
。
但
し
、
こ
の
三
年
に
一
皮
肉
評
側
替
え
は
、
嘉
請
四
年
当
初
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
万
暦
ヱ
民
進
県
士
山
』
巻
四
銭
殺
・
征
椛
の
嘉
靖
十
六
年
の
条
に
は
、
次
の
よ
う
な
割
註
が
付
さ
れ
て
い
る
。
と
あ
り
、
知
府
臨
柿
議
、
各
司
局
紗
銭
初
皆
徴
於
商
枕
・
門
機
等
項
。
此
法
既
弛
、
巡
捌
人
役
恨
名
徴
税
、
白
日
擁
人
於
市
、
而
奪
其
貨
。
自
事
靖
四
年
折
銀
起
解
後
年
久
、
中
間
牙
行
消
長
不
常
、
未
免
陪
欠
。
各
師
脚
内
辿
行
査
問
前
冊
審
問
刷
、
消
乏
者
閥
除
、
新
立
者
頂
捕
、
務
足
前
額
之
数
。
以
後
毎
三
年
一
編
。
こ
れ
に
依
れ
ば
、
常
州
府
で
は
嘉
靖
十
六
年
知
府
聴
梢
の
提
案
に
よ
り
、
牙
行
を
は
じ
め
と
す
る
各
底
錦
町
消
長
町
調
査
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
排
冊
か
ら
の
削
除
・
補
充
が
制
度
化
さ
れ
た
。
序
で
な
が
ら
こ
の
記
事
で
は
、
嘉
靖
四
年
の
改
革
を
税
課
司
局
に
置
か
れ
て
い
た
巡
)
掬
の
徴
税
の
名
に
借
り
た
収
奪
の
問
題
と
関
連
さ
せ
て
述
べ
て
い
る
宮
点
も
注
目
さ
れ
る
。
門
機
科
派
方
式
の
採
用
は
、
従
来
煩
雑
な
商
税
制
徴
収
内
実
務
に
直
接
携
わ
っ
て
い
た
誠
一
欄
の
役
割
を
不
安
な
も
の
に
銀
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
徴
税
を
め
ぐ
る
弊
害
も
一
定
程
度
改
善
的
枇
《
幻
V
制
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
約
2
南
直
隷
・
斯
江
各
府
へ
の
普
及
政
嘉
靖
四
年
蘇
州
・
常
州
両
府
で
銀
納
化
と
並
行
し
て
実
施
さ
れ
た
酢
商
税
改
革
は
、
そ
の
後
各
地
に
普
及
し
て
い
っ
た
。
相
始
め
に
南
直
隷
に
つ
い
て
見
る
と
、
松
江
府
で
は
嘉
梢
ヨ
ハ
年
に
棚
商
税
が
銀
納
化
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
な
い
改
革
が
実
施
さ
れ
が
P
そ
の
南
経
総
に
つ
い
て
は
、
万
暦
『
上
海
県
志
』
巻
三
賦
役
志
・
税
課
が
詳
期
し
い
。
半。夜f
 
い
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嘉
嫡
十
六
年
本
腕
及
新
淫
・
烏
泥
淫
ニ
税
訴
局
歳
川
崎
課
程
紗
一
十
六
前
九
千
六
百
三
十
世
七
百
文
、
毎
仲
H
折
銀
三
鋭
、
該
銀
伍
百
八
雨
八
銭
九
分
二
統
一
審
。
歳
於
均
倍
内
編
巡
捌
銀
二
百
八
十
八
雨
、
除
二
百
二
十
雨
八
銭
九
分
二
統
一
宅
出
於
府
戸
。
(
中
略
)
菰
摘
三
十
三
年
革
新
在
・
烏
泥
淫
二
税
課
局
も
(
中
略
)
噺
摘
凹
十
三
年
革
本
脈
税
課
局
ロ
上
海
県
で
は
、
本
県
・
新
巡
・
烏
泥
怪
の
三
税
課
局
内
商
税
額
は
五
O
八
両
余
で
あ
っ
た
。
内
二
八
八
岡
を
「
均
倍
内
編
巡
欄
銀
」
で
充
当
し
、
残
り
の
二
二
O
両
余
を
門
機
利
派
に
よ
り
鋪
戸
に
負
担
さ
せ
た
。
均
仲
間
内
編
巡
州
銀
と
は
、
均
仲
間
銀
中
に
含
ま
れ
る
述
附
聞
の
役
銀
(
工
食
鋭
)
の
こ
と
で
あ
る
。
従
来
、
巡
凋
を
雇
用
す
る
際
に
支
払
わ
れ
て
い
た
工
食
銀
を
商
税
額
に
充
当
し
た
の
は
、
門
機
科
派
が
実
地
さ
れ
巡
欄
が
用
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
巡
捌
の
廃
止
に
続
い
て
、
嘉
梢
三
十
三
年
に
新
淫
・
烏
泥
巡
の
二
局
が
、
四
十
三
年
に
は
本
県
税
課
局
も
廃
止
さ
れ
た
。
従
っ
て
こ
の
改
革
内
実
施
は
、
税
課
局
に
代
わ
る
新
た
な
徴
税
方
法
的
創
出
を
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
鎖
江
府
で
も
鋪
戸
へ
の
門
機
科
派
方
式
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
、
万
暦
『
鎖
江
府
志
』
巻
六
賦
役
士
山
・
諸
課
の
「
万
暦
十
七
年
経
賦
冊
」
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
門
機
課
税
歳
該
銀
三
百
八
十
三
雨
:
。
毎
年
各
厨
子
城
市
郷
銀
凡
開
張
庖
錦
之
家
、
審
其
生
業
、
分
別
等
則
派
徴
。
各
有
定
額
、
不
得
分
宅
加
多
。
徴
完
、
謹
留
支
給
鋲
江
術
官
軍
井
有
司
官
吏
体
紗
之
用
。
こ
の
他
、
寧
国
府
下
の
各
県
で
も
万
暦
初
年
に
は
商
税
課
や
門
機
・
酒
蹴
課
な
ど
す
べ
て
の
税
諜
紗
が
銀
納
化
さ
れ
、
鋪
戸
の
負
担
〈江古
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
次
に
、
桁
江
に
お
け
る
普
及
状
況
を
見
ょ
う
。
杭
州
府
町
場
合
、
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万
暦
3
机
州
府
志
』
巻
三
O
田
賦
・
課
程
に
依
れ
ば
、
附
郭
町
仁
和
・
銭
塘
両
県
で
は
門
機
科
派
の
実
施
を
確
認
で
き
な
い
も
の
の
、
府
下
の
海
寧
・
富
陽
・
新
城
・
徐
杭
・
於
潜
・
昌
化
の
各
県
で
そ
の
実
施
が
確
認
で
き
る
。
海
寧
県
で
は
、
万
暦
六
年
の
本
県
税
課
局
内
商
税
折
銀
額
は
二
二
六
・
=
一
両
余
(
分
以
下
四
捨
五
入
)
で
あ
っ
た
。
酒
酷
課
紗
銀
九
・
六
両
を
除
い
た
残
り
二
一
六
・
七
両
を
、
県
市
(一
O
二
・
一
両
)
蒙
花
鋲
(
一
凹
両
)
転
塘
鎖
2
=
九
両
)
郭
応
鎮
(
六
八
・
じ
両
)
が
そ
れ
ぞ
れ
負
担
し
て
い
る
。
更
に
各
市
鎖
で
ど
の
の
よ
う
に
負
担
し
た
か
を
見
る
と
、
県
市
の
場
合
、
「
派
脇
市
該
銀
一
百
二
雨
八
分
・
:
・
・
、
巡
繍
八
名
、
内
存
局
一
名
、
催
姉
七
名
役
銀
五
十
六
雨
抵
紗
、
徐
銀
四
十
六
雨
:
・
:
、
均
派
阪
市
鋪
行
出
嚇
し
と
あ
る
よ
う
に
、
県
市
に
置
か
れ
て
い
た
巡
欄
八
名
町
内
、
一
名
を
県
局
に
残
し
て
他
の
催
鯨
に
あ
た
っ
た
七
名
を
雇
用
せ
ず
、
そ
の
分
浮
い
た
人
件
費
の
役
銀
五
六
両
を
商
税
に
充
当
し
、
そ
の
不
足
分
四
六
両
余
を
県
市
町
鋪
行
(
錦
戸
・
牙
行
)
に
科
派
し
て
い
る
。
他
の
哀
花
鋲
転
塘
鎮
・
郭
脂
鎮
で
も
同
様
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
先
に
見
た
上
潟
県
の
場
合
と
同
一
で
あ
り
、
こ
こ
で
も
巡
捌
の
廃
止
と
門
機
科
派
と
が
、
表
裏
一
体
的
関
係
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
海
寧
県
に
は
、
こ
の
本
県
税
課
局
内
外
に
、
赫
山
税
課
局
三
六
O
一
両
)
破
石
税
課
局
(
八
一
・
六
両
)
長
安
税
課
局
(
二
O
ニ
・
八
両
)
が
存
在
し
て
い
た
。
し
か
し
前
者
は
正
徳
二
年
に
、
後
二
者
は
嘉
靖
四
十
五
年
A
U州
】
に
廃
止
さ
れ
、
残
さ
れ
た
商
税
の
原
額
は
、
県
局
と
同
様
、
巡
摘
の
《
幻
V
役
銀
と
鋪
行
町
負
担
に
よ
り
充
足
さ
せ
て
い
る
。
官
制
興
府
で
は
、
嘉
靖
二
十
八
年
以
前
に
既
に
商
税
の
銀
納
化
が
確
《
咽
ぬ
》
却
帰
さ
れ
る
。
そ
の
徴
収
方
法
に
つ
い
て
は
、
万
暦
『
嘉
輿
府
志
』
巻
八
課
程
に
、
本
府
税
課
司
(
折
銀
約
一
九
三
・
五
両
)
徴
牧
牙
行
税
商
、
不
敗
、
於
年
綱
巡
捌
八
名
役
銀
六
十
四
雨
内
包
補
足
額
、
解
府
特
解
。
と
述
べ
る
よ
う
に
、
牙
行
と
税
商
l
i
l
お
そ
ら
く
当
該
地
域
で
有
力
な
綿
花
商
を
指
す
か
ー
ー
よ
り
徴
収
し
、
そ
の
不
足
分
を
巡
捌
町
役
銀
に
よ
っ
て
補
っ
て
い
る
。
ま
た
附
郭
の
事
興
県
の
場
合
に
は
、
税
剤
師
局
が
置
か
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
新
増
代
徴
瓜
淫
税
課
局
(
約
九
三
・
七
両
)
:
於
王
庖
・
新
型
・
新
行
錯
帯
・
白
馬
堪
五
鎖
花
市
鋪
行
出
川
冊
。
如
有
不
足
、
在
子
額
納
巡
捌
E
名
役
銀
二
十
雨
包
補
、
解
府
脚
解
。
と
あ
リ
県
内
五
鎮
の
綿
花
市
町
錦
戸
や
牙
行
が
、
嘉
誠
百
県
の
風
怪
税
課
局
町
商
税
傾
向
一
部
を
負
担
し
、
そ
の
不
足
分
を
巡
捌
町
役
銀
で
補
っ
た
。
し
か
し
実
際
に
は
、
嘉
興
府
で
は
本
府
税
課
司
を
除
き
、
属
県
の
税
課
局
は
嘉
梢
四
十
五
年
に
す
べ
て
裁
草
さ
れ
て
お
り
、
局
内
的
巡
捌
も
廃
止
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
上
海
県
と
同
様
、
巡
欄
の
役
銀
を
全
額
商
税
に
充
当
し
、
そ
の
不
足
分
を
鋪
戸
や
牙
行
A
m初
》
に
科
派
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
湖
州
府
下
で
も
、
万
暦
年
間
に
商
税
の
牙
行
や
錦
戸
へ
の
科
派
が
行
な
わ
れ
た
。
附
郭
的
帰
安
県
の
千
金
税
課
局
は
、
嘉
梢
四
十
五
年
宮)
に
廃
止
さ
れ
た
が
、
そ
の
商
税
銀
八
四
・
八
両
余
は
、
菱
湖
鋲
な
ど
の
牙
行
や
鋪
戸
が
負
担
し
凶
v
こ
の
負
担
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
光
緒
『
菱
湖
鎮
士
山
』
巻
四
二
事
紀
・
明
に
載
せ
る
嘉
靖
十
七
年
の
進
士
孫
鐙
の
「
又
輿
任
邑
侯
書
」
に
言
及
が
あ
る
。
僕
旦
居
菱
湖
、
近
以
編
徴
課
紗
致
液
台
神
。
謹
以
一
得
之
峰
、
敢
煩
清
斑
。
鵜
惟
沿
湖
岸
鋪
及
湖
内
舟
船
商
頁
湊
袋
、
総
之
各
行
不
下
百
綜
戸
、
而
歳
額
僅
三
十
六
金
、
九
牛
一
毛
耳
。
僕
縦
荷
蒙
宥
免
。
夫
有
免
者
、
則
有
倖
免
者
、
又
有
編
及
僻
隆
寡
市
者
、
或
手
襲
寄
居
者
諸
無
論
士
庶
一
概
起
輪
、
印
絡
歳
大
以
銭
計
、
小
者
分
毛
足
失
。
而
僻
者
寄
者
悉
従
賓
宥
。
平
天
下
之
政
、
此
亦
其
一
也
ロ
新銀明
菱
糊
鎮
に
は
、
各
業
種
の
錦
戸
が
百
余
戸
以
上
存
在
し
て
い
た
が
、
恥
鎮
全
体
の
商
税
の
歳
額
は
銀
三
六
両
余
で
あ
っ
た
。
驚
く
べ
き
こ
と
政
に
、
郷
紳
か
ら
み
て
僅
か
な
額
の
こ
の
負
担
に
も
、
郷
紳
の
優
免
特
制
泌
が
適
用
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
鎮
内
に
居
住
し
何
ら
か
の
商
刷
業
活
動
に
関
与
し
て
い
た
郷
紳
孫
金
町
家
も
、
そ
の
恩
典
に
浴
し
て
榔
い
た
。
こ
う
し
た
有
力
鋪
戸
が
優
免
さ
れ
る
一
方
で
、
場
末
の
寂
れ
商
た
市
や
外
来
の
職
人
に
も
商
税
負
担
が
及
ん
で
い
た
。
そ
こ
で
、
孫
蜘
鐙
は
零
細
な
鋪
戸
の
負
担
を
免
除
す
べ
く
、
自
ら
商
税
優
免
の
廃
止
糾
を
知
県
任
道
学
】
に
提
案
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
結
末
は
明
ら
か
で
千問
は
な
い
。
ま
た
、
康
照
『
徳
清
県
志
』
巻
三
官
室
考
・
属
市
、
及
ぴ
5
巻
四
食
貨
考
・
徴
楼
〈
明
制
〉
に
依
れ
ば
、
本
県
税
課
局
は
嘉
靖
年
刊
聞
に
裁
草
さ
れ
、
そ
の
商
税
銀
七
三
・
六
両
余
は
、
新
市
鎖
的
糸
綿
牙
行
や
鋪
戸
が
負
担
し
て
い
る
。
紹
興
府
の
場
合
、
附
郭
向
山
陰
・
会
稽
を
始
的
諸
既
・
徐
挑
・
上
虞
な
ど
ほ
と
ん
ど
の
県
で
税
課
局
が
廃
止
さ
れ
、
門
機
科
派
に
よ
る
鋪
戸
内
負
担
と
巡
捌
役
銀
の
充
当
に
改
め
ら
れ
た
。
し
か
し
繭
山
県
の
み
は
、
万
暦
十
年
代
に
至
っ
て
も
魚
浦
税
課
局
が
存
続
し
、
商
税
の
徴
収
が
行
な
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
M
r
こ
れ
ら
の
外
に
も
斯
江
で
は
、
寧
波
府
や
金
華
府
で
税
課
司
局
の
裁
草
に
伴
な
う
巡
捌
役
銀
の
商
税
へ
の
充
当
、
更
に
不
足
額
の
牙
行
や
鋪
戸
へ
の
門
擁
科
派
内
実
施
が
認
め
ら
れ
U
F
以
上
、
嘉
靖
か
ら
万
暦
年
間
に
か
け
て
南
直
隷
や
桁
江
で
商
税
改
革
の
行
な
わ
れ
た
地
域
的
大
半
は
、
大
運
河
沿
い
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
の
地
域
は
市
鎖
的
急
激
な
増
加
に
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
南
直
隷
や
斯
江
町
中
で
も
と
り
わ
け
都
市
化
の
進
展
が
見
ら
れ
、
そ
れ
に
伴
な
う
外
来
商
人
的
都
市
定
着
も
顕
著
な
地
域
で
あ
っ
d
r
従
っ
て
、
税
課
司
局
の
廃
止
と
門
機
科
派
の
実
施
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
こ
の
時
期
の
商
税
改
革
は
、
正
し
く
都
市
商
業
構
造
的
変
化
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
言
、
え
よ
う
。
四
門
機
課
紗
と
門
機
課
税
銀
前
章
で
は
、
嘉
靖
四
年
に
実
施
さ
れ
た
蘇
州
・
常
州
両
府
の
商
税
改
革
と
、
そ
の
後
嘉
靖
i
万
暦
年
間
に
お
け
る
南
直
隷
・
斯
江
地
域
へ
の
普
及
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
。
経
済
的
先
進
地
帯
に
位
置
し
、
M
山
都
市
化
の
著
し
い
両
府
で
最
初
に
実
施
さ
れ
た
こ
の
改
革
は
、
江
南
ー
の
各
地
に
普
及
し
て
い
く
中
で
、
商
税
額
・
商
品
流
通
量
的
多
寡
や
都
市
定
着
商
業
の
発
展
の
度
合
等
に
規
定
さ
れ
、
様
々
な
偏
差
を
伴
な
う
も
の
と
な
っ
た
。
例
え
ば
、
蘇
州
・
常
州
両
府
で
は
、
税
課
司
局
の
裁
革
に
先
き
立
ち
、
商
税
を
鋪
戸
や
牙
行
に
科
派
す
る
門
機
科
派
が
実
施
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
商
税
額
に
対
す
る
巡
捕
の
役
銀
の
充
当
が
行
な
わ
れ
た
形
跡
が
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
両
府
向
改
革
に
学
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
後
続
の
松
江
府
上
海
県
や
杭
州
府
海
寧
県
な
ど
で
は
、
税
課
司
局
廃
止
を
前
提
に
し
て
商
税
額
へ
の
巡
欄
役
銀
の
充
当
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
不
足
分
を
門
機
科
派
に
よ
っ
て
徴
収
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
差
異
を
生
じ
つ
つ
も
、
当
該
時
期
の
江
南
町
都
市
商
税
改
革
の
基
調
と
し
て
、
①
商
税
(
課
程
)
の
銀
納
化
、
②
人
件
費
問
題
と
絡
ん
だ
税
課
司
局
の
削
減
・
合
併
・
廃
止
、
③
巡
欄
役
銀
(
工
食
銀
)
の
商
税
額
へ
の
充
当
、
④
錦
戸
や
牙
行
に
対
す
る
商
税
の
門
機
科
派
徴
収
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
改
革
の
結
果
、
鋪
戸
や
牙
行
が
負
担
し
た
商
税
部
分
は
、
地
方
志
等
で
は
そ
の
科
派
方
法
に
基
づ
い
て
、
門
機
折
徴
紗
銀
・
門
機
課
税
銀
・
門
機
課
紗
銀
な
ど
と
表
記
さ
れ
、
略
し
て
門
搬
税
・
門
機
銀
と
も
呼
ば
れ
Jhv
と
こ
ろ
で
、
所
説
広
義
の
商
税
と
し
て
の
課
程
的
中
に
は
、
既
に
言
及
し
た
よ
う
に
明
初
以
来
「
門
搬
課
紗
」
と
呼
ば
れ
る
門
機
税
が
存
在
し
て
い
た
。
佐
久
間
重
男
氏
の
「
明
代
の
門
機
税
と
都
市
商
業
《
U
V
と
の
関
係
」
と
題
す
る
論
考
は
、
こ
の
税
の
制
度
的
内
容
と
主
に
北
京
・
南
京
の
両
京
や
府
州
県
城
レ
ヴ
ェ
ル
の
都
市
商
業
発
展
と
の
関
係
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
以
下
町
如
〈
要
約
で
き
よ
う
。
ω
門
機
税
は
、
北
京
・
南
京
及
び
各
地
の
府
州
県
城
・
鎖
市
な
ど
大
小
都
市
町
庖
舗
に
課
せ
ら
れ
た
営
業
税
の
一
種
で
あ
り
、
各
種
底
鋪
の
営
業
資
本
も
し
く
は
資
産
に
基
づ
い
て
等
則
を
定
的
て
徴
収
し
た
。
ω
明
初
、
門
機
課
紗
・
門
機
税
紗
等
の
名
で
呼
ば
れ
た
門
機
税
は
、
政
府
の
紗
法
維
持
対
策
の
た
め
中
期
(
洪
照
宜
徳
年
間
)
以
降
増
額
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
紗
法
が
事
実
上
崩
壊
し
て
か
ら
は
、
銭
納
や
銀
納
化
し
、
嘉
靖
・
万
暦
以
後
は
、
地
方
財
政
的
面
で
一
定
の
役
割
を
来
し
た
。
ω
門
搬
税
の
税
額
は
、
他
的
税
額
に
比
べ
零
細
で
は
あ
る
が
、
明
初
や
嘉
靖
以
前
向
原
額
と
比
較
し
た
嘉
靖
以
後
円
税
額
の
膨
張
と
い
う
事
実
は
、
こ
の
時
期
的
都
市
商
業
発
展
の
一
面
を
も
示
し
て
いヲ@。
佐
久
間
氏
の
論
考
は
、
『
明
史
』
巻
八
一
食
貨
志
・
商
税
の
部
分
に
極
め
て
僅
か
な
記
載
し
か
存
在
せ
ず
、
そ
の
内
容
が
明
ら
か
で
は
な
か
っ
た
門
機
税
に
つ
い
て
、
会
典
・
実
録
・
地
方
志
等
を
用
い
そ
の
制
度
的
内
容
を
解
明
し
た
先
駆
的
研
究
で
あ
る
。
但
し
佐
久
間
氏
の
考
察
で
は
、
明
代
前
半
期
主
に
紗
法
維
持
策
と
の
関
連
で
実
録
や
地
方
志
に
見
え
る
「
門
機
課
紗
」
と
、
嘉
靖
年
間
以
降
各
地
の
商
税
銀
納
化
に
始
ま
る
改
革
過
程
で
現
わ
れ
る
「
門
機
銀
」
と
を
全
く
同
一
の
も
の
と
し
て
把
え
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
明
初
ま
た
は
嘉
靖
以
前
の
門
機
課
紗
の
原
額
と
嘉
靖
以
後
の
税
額
(
大
半
は
万
暦
年
間
以
降
の
も
の
)
と
を
紗
に
換
算
し
て
比
較
し
、
後
者
向
税
額
の
膨
張
と
い
う
事
実
的
中
に
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
都
市
商
業
発
展
の
一
一
聞
を
見
い
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。
果
し
て
、
嘉
靖
年
間
宮
以
降
同
地
方
志
に
門
機
折
徴
紗
銀
や
門
機
課
税
銀
等
の
名
で
見
、
え
る
繍
門
機
銀
は
、
明
初
め
門
機
課
紗
が
単
に
銀
納
化
さ
れ
た
も
の
に
過
ぎ
銀
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
の
江
南
に
限
っ
た
商
税
改
革
の
考
附
察
か
ら
も
、
両
者
の
差
異
は
も
は
や
明
ら
か
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
恥
が
、
こ
こ
で
改
め
て
佐
久
間
氏
が
作
成
し
た
明
代
門
機
税
額
統
計
表
故
(
二
九
=
丁
八
頁
)
に
基
づ
い
て
検
討
を
加
、
え
た
い
。
動
統
計
表
に
は
、
六
一
例
の
「
都
市
名
(
府
・
州
・
県
・
鋲
)
」
が
掲
げ
制
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
明
初
ま
た
は
嘉
靖
以
前
の
原
額
(
紗
貫
)
糊
と
嘉
靖
以
後
の
税
額
(
銀
両
)
と
の
双
方
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
漏
は
一
六
例
存
す
る
。
内
、
河
北
河
開
府
・
粛
寧
県
・
交
河
県
・
治
州
肌
や
福
建
興
化
府
・
仙
遊
県
の
六
例
は
、
嘉
靖
以
後
の
税
額
が
門
機
税
桝
(
門
機
謀
)
の
み
で
は
な
く
、
「
商
税
を
含
む
」
と
括
孤
内
に
明
記
し
附
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
考
察
の
対
象
か
ら
除
外
で
き
る
ロ
従
っ
て
、
残
7
り
の
一
O
例
の
み
が
、
厳
密
な
意
味
に
お
い
て
、
門
機
税
の
原
額
と
V
L
A
処
V
目
嘉
靖
以
後
の
「
笑
徴
数
」
と
の
比
較
に
堪
え
う
る
も
の
と
言
え
よ
、
フ
。
ま
ず
、
万
暦
年
序
刊
・
天
啓
補
刊
『
郁
武
府
志
』
に
依
拠
し
た
郁
武
府
・
泰
寧
県
・
建
寧
県
内
三
例
で
あ
る
。
巻
一
二
税
課
に
万
暦
四
十
年
内
統
計
と
し
て
挙
げ
る
の
は
、
い
ず
れ
も
「
商
税
銀
」
と
あ
り
、
門
機
課
の
み
の
税
額
で
は
な
く
考
察
か
ら
除
か
れ
る
。
ま
た
万
暦
『
{
且
輿
県
志
』
に
依
拠
し
た
常
州
府
宜
輿
県
的
場
合
、
巻
四
食
貨
志
・
課
程
的
嘉
靖
十
六
年
本
府
備
問
、
冊
に
は
、
「
本
勝
税
課
局
紗
・
・
共
銀
一
八
九
雨
八
銭
」
と
あ
る
。
そ
れ
故
、
こ
の
一
八
九
両
は
明
ら
か
に
門
機
課
の
み
な
ら
ず
商
税
全
体
的
税
額
で
あ
り
、
こ
れ
も
同
様
に
除
外
で
き
る
。
次
に
、
崇
頼
『
松
江
府
志
』
及
ぴ
嘉
靖
『
上
海
県
志
』
に
依
っ
た
松
江
府
・
華
亭
県
・
上
海
県
に
つ
い
て
見
る
。
先
に
論
及
し
た
上
海
県
の
商
税
改
革
の
経
緯
や
、
『
松
江
府
志
』
巻
九
回
賦
・
歳
計
賦
額
に
は
、
門
機
課
税
の
項
目
の
外
商
税
の
記
械
が
全
く
な
い
こ
と
か
ら
判
断
し
て
、
府
全
体
の
門
機
課
税
(
凡
五
九
・
一
八
両
余
)
は
、
狭
義
の
商
税
課
を
含
む
課
程
紗
全
体
的
折
銀
額
を
門
機
科
派
に
よ
っ
て
徴
収
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
は
、
康
照
『
松
江
府
志
』
巻
一
二
田
賦
・
税
課
に
「
寓
暦
六
年
税
課
等
紗
四
十
二
市
内
七
千
一
百
六
十
二
買
九
百
四
文
:
・
・
十
七
年
至
崇
顧
末
、
門
機
税
課
銀
八
百
五
十
九
雨
六
銭
四
分
一
麓
(
下
略
)
」
と
あ
る
よ
う
に
、
万
暦
六
年
の
税
課
(
課
程
)
紗
全
体
を
、
紗
一
貫
1
銀
二
鐙
の
レ
l
ト
で
折
銀
し
た
も
の
マ
マ
が
、
門
機
税
課
銀
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
三
例
も
ま
た
純
粋
に
嘉
靖
以
後
の
門
機
税
の
増
加
を
ω
示
す
も
の
と
な
り
え
な
い
。
ー
最
後
に
残
っ
た
の
は
、
万
暦
『
鋲
江
府
志
』
に
依
拠
し
た
鋲
江
府
・
丹
陽
県
・
金
壇
県
の
三
例
で
あ
る
。
巻
六
賦
役
志
・
諸
課
に
載
せ
る
「
万
暦
十
七
年
経
賦
冊
」
に
依
れ
ば
、
府
全
体
の
門
機
課
税
歳
該
銀
三
八
三
・
三
両
余
で
あ
る
が
、
こ
の
経
賦
冊
に
は
、
こ
れ
以
外
の
商
税
項
目
を
載
せ
て
い
な
い
。
同
じ
く
諸
課
の
項
に
見
え
る
正
徳
六
年
内
府
全
体
の
歳
糠
課
程
紗
(
商
税
)
は
、
三
三
七
、
六
三
七
貫
九
O
O文
で
あ
る
。
同
府
で
は
、
巻
六
嵐
紗
に
依
れ
ば
嘉
靖
六
年
に
、
戸
口
食
塩
紗
が
紗
一
貫
1
銀
一
経
一
選
四
林
三
忽
で
銀
納
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
課
程
紗
も
お
そ
ら
く
こ
の
レ
l
ト
で
折
銀
さ
れ
た
と
す
る
と
、
そ
の
総
額
は
三
八
五
・
九
間
余
と
な
る
。
こ
れ
は
先
の
門
機
課
税
歳
該
銀
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
見
て
、
こ
れ
ら
三
例
の
門
機
税
額
も
商
税
全
体
を
銀
納
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
ら
も
ま
た
比
較
の
対
象
か
ら
除
く
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
向
一
O
例
と
も
統
計
表
に
掲
げ
る
嘉
靖
以
後
の
税
額
は
、
実
は
門
機
課
紗
の
み
の
数
字
で
は
な
く
、
狭
義
的
商
税
課
紗
を
も
含
む
商
税
全
体
的
折
銀
額
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
明
初
ま
た
は
嘉
靖
以
前
向
門
機
課
紗
の
み
の
原
額
と
比
較
し
て
嘉
靖
以
後
円
税
額
が
膨
張
し
て
い
た
の
は
、
む
し
ろ
当
然
何
事
態
な
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
直
ち
に
当
該
時
期
の
都
市
商
業
向
発
展
を
結
論
づ
け
る
の
は
、
論
的
当
否
は
さ
て
お
き
些
か
早
計
に
失
す
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
お
わ
り
に
本
稿
で
は
、
明
代
後
半
期
的
江
南
に
お
い
て
商
税
銀
納
化
に
始
ま
り
税
課
司
局
削
減
と
続
く
一
連
の
改
革
の
考
察
に
よ
り
、
門
擁
課
税
銀
の
成
立
に
至
る
経
緯
を
明
ら
か
に
し
た
。
と
も
に
門
機
税
と
称
さ
れ
、
密
接
な
関
連
を
有
す
る
と
は
言
之
、
明
初
の
門
機
課
紗
と
商
税
改
革
後
に
成
立
す
る
門
機
課
税
銀
と
は
別
箇
の
存
在
で
あ
っ
た
。
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
門
機
課
紗
は
、
一
般
に
商
税
全
体
的
約
一
割
程
度
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
嘉
靖
以
後
地
方
士
山
等
で
門
機
銀
と
称
さ
れ
る
も
の
は
、
明
初
か
ら
存
在
す
る
門
機
課
紗
の
み
を
銀
納
化
し
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
も
含
め
て
商
税
全
体
を
銀
納
化
し
、
鋪
戸
や
牙
行
へ
の
門
機
科
派
に
改
め
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
科
派
方
法
に
什
世
づ
い
て
門
機
銀
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
両
者
を
同
一
視
し
、
そ
れ
ら
の
税
額
の
比
較
に
よ
り
都
市
商
業
的
発
展
を
一
般
的
に
結
論
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
断
る
ま
で
も
な
く
、
筆
者
も
こ
の
時
期
の
都
市
商
業
の
発
展
そ
れ
自
体
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
む
し
ろ
税
課
司
局
的
商
税
総
領
が
原
料
削
主
義
の
下
で
変
化
し
な
い
中
で
、
そ
の
負
担
者
が
牙
行
を
も
含
む
都
市
商
人
に
比
章
一
を
移
す
ニ
と
の
中
に
、
当
該
時
期
的
都
市
間
業
の
発
展
や
椛
造
変
化
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ー
は
は
門
白
糸
久
噌
』
、
江
南
町
商
税
改
革
に
お
け
る
門
機
謀
抑
制
削
成
立
の
立
義
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
加
え
、
結
ぴ
に
か
え
た
い
。
始
め
に
指
摘
で
き
る
の
は
、
常
州
府
の
嘉
靖
四
年
内
改
草
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
従
来
税
課
司
局
で
客
商
や
都
市
商
人
的
双
方
か
ら
徴
収
さ
れ
て
い
た
商
税
が
、
門
機
課
税
銀
内
成
立
に
よ
り
、
錦
戸
や
牙
行
な
ど
都
市
商
人
に
対
す
る
課
税
と
し
て
の
性
格
を
強
め
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
時
期
客
商
に
対
し
て
は
、
紗
関
に
よ
る
商
税
徴
収
が
強
)
化
さ
れ
る
動
き
が
見
ら
れ
た
の
と
密
接
に
対
応
し
て
い
た
。
即
ち
、
宮
都
市
商
人
層
に
対
し
て
は
府
州
県
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
門
機
科
派
に
よ
る
怖
商
税
徴
収
、
客
商
層
に
対
し
て
は
紗
関
で
の
船
料
・
商
税
徴
収
と
い
銀
う
形
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
分
担
さ
せ
つ
つ
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
〔
納
仰
V
珊
紗
関
を
め
ぐ
る
動
向
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
に
譲
り
こ
こ
で
は
見
触
れ
な
い
。
他
方
、
鋪
戸
や
牙
行
な
ど
都
市
商
人
に
対
す
る
門
機
科
合
斗
{
関
V
脚
派
の
動
き
は
、
鋪
戸
の
役
に
関
す
る
考
察
で
既
に
明
ら
か
に
し
た
よ
酎
う
に
、
基
本
的
に
は
、
貨
幣
経
済
・
商
品
生
産
の
進
展
の
中
で
の
、
制
国
家
的
財
政
的
窮
乏
や
箔
役
商
に
お
け
る
都
市
商
工
業
者
層
へ
の
収
制
奪
強
化
の
動
き
と
軌
を
一
に
し
て
い
た
。
滴
但
し
改
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な
く
、
門
機
科
派
に
よ
り
徴
収
さ
れ
跡
た
商
税
自
体
は
少
額
で
あ
る
。
そ
の
上
こ
の
時
期
の
改
革
の
動
き
に
併
は
、
国
家
の
収
奪
強
化
の
動
き
と
の
み
言
い
切
れ
な
い
部
分
も
残
し
附
て
お
り
、
次
第
に
力
を
蓄
え
つ
つ
あ
っ
た
都
市
商
人
側
叫
動
向
を
も
9
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
例
え
ば
江
北
町
准
安
叩
府
で
も
嘉
靖
四
十
二
年
に
江
南
と
同
様
の
商
税
改
革
が
実
施
さ
れ
《
引
》
〔
級
》
た
。
そ
の
際
、
段
絹
錦
戸
・
紙
線
鋪
戸
・
紙
雑
貨
鋪
戸
・
猪
羊
牛
牙
g
fーッ
人
・
薬
材
香
料
牙
人
・
枯
某
牙
人
・
浦
包
牙
人
と
各
郷
村
銭
円
集
頭
ら
の
「
零
星
販
売
、
一
一
納
税
す
る
は
便
な
ら
ず
」
と
い
う
訴
え
に
よ
っ
て
、
鋪
戸
や
牙
行
が
商
税
徴
収
を
請
負
う
「
包
納
税
銀
法
」
と
い
う
改
革
が
実
現
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
准
安
府
の
場
合
に
は
、
有
力
鋪
戸
や
牙
行
自
ら
の
申
し
出
に
よ
り
改
革
が
実
現
し
、
商
税
徴
収
請
負
と
い
う
形
が
取
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
例
か
ら
判
断
し
て
、
江
南
町
改
革
も
徴
税
の
合
理
化
や
市
場
支
配
な
ど
の
点
で
都
市
商
人
層
的
利
害
と
も
合
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
目
下
こ
れ
を
具
体
的
に
裏
づ
け
る
史
料
を
見
い
出
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
本
稿
で
扱
い
え
な
か
っ
た
税
課
司
局
内
削
減
・
廃
止
め
動
き
に
並
行
し
て
展
開
す
る
鋪
戸
や
牙
行
に
よ
る
商
税
徴
収
請
負
の
実
態
と
、
明
末
か
ら
清
初
に
か
け
て
顕
在
化
す
る
牙
行
の
制
度
化
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
改
め
て
考
察
を
加
え
た
い
。
註(1
)
貨
幣
経
済
・
商
品
生
底
的
展
開
を
一
市
す
諸
事
象
と
し
て
、
税
役
町
銀
納
化
匠
役
制
的
崩
壇
・
商
品
作
物
の
栽
培
・
農
村
手
工
業
の
発
展
・
客
商
層
の
活
躍
・
問
屋
制
前
費
生
産
の
存
在
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
(
2
)
シ
ヴ
ィ
リ
セ
l
y
ヨ
ン
に
対
比
さ
札
る
ア
l
パ一一ゼ
y
ヲ
ン
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
斯
波
義
信
「
中
国
‘
中
近
世
の
都
市
と
農
村
|
|
都
市
史
研
究
町
新
し
い
視
角
l
!」
(
『
近
世
都
市
町
比
較
史
的
研
究
』
第
一
統
・
一
九
八
二
年
・
大
阪
大
学
文
学
部
)
参
照
。
110 
(
3
)
劉
石
吉
「
明
消
時
代
江
南
市
鎖
之
数
量
分
析
」
(
『
恩
典
言
二
六
l
二・
一
九
七
八
年
)
、
他
に
「
明
前
時
代
江
南
地
区
的
専
業
市
銀
出
制
的
」
(
『
食
貨
月
刊
』
八
六
・
七
・
八
一
九
七
九
年
)
「
太
平
天
国
乱
後
江
南
市
鎖
的
発
展
(
一
八
六
五
一
九
一
一
)
」
(
『
食
貨
月
刊
』
七
|
一
一
回
一
九
七
八
年
)
が
あ
る
。
円
ち
『
明
消
時
代
江
南
市
鋲
研
究
』
(
一
九
八
七
年
・
中
国
社
会
科
学
出
版
社
)
に
収
録
。
一
述
内
劉
氏
の
研
究
は
、
近
世
以
来
的
中
国
社
会
的
「
伝
統
内
変
遷
」
を
探
究
す
る
視
角
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
。
(
4
)
川
勝
守
寸
中
国
近
世
都
市
町
社
会
構
造
|
[
明
末
消
初
、
江
南
都
市
に
つ
い
て
|
|
L
f
g
新
六
・
一
九
七
九
年
)
.
(
5
)
夫
馬
進
「
『
中
国
近
世
都
市
町
社
会
構
造
』
に
関
す
る
三
つ
の
検
討
」
。
こ
れ
は
、
〔
コ
メ
ン
ト
〕
と
し
て
註
(
4
)
川
勝
論
文
町
末
尾
に
付
さ
れ
て
いヲ@。
(
6
)
そ
の
後
、
川
勝
氏
は
「
中
園
地
方
行
政
に
お
け
る
県
と
飢
」
(
『
九
州
大
学
東
洋
史
論
鼎
』
一
五
・
一
九
八
六
年
)
町
中
で
、
「
鎖
(
町
み
な
ら
ず
そ
れ
以
上
向
府
県
に
し
て
も
)
行
政
は
後
退
し
て
い
た
感
が
あ
る
(
一
八
三
頁
)
」
と
述
べ
、
従
来
的
府
州
県
城
に
比
較
し
た
「
鎖
市
町
行
政
的
地
位
低
下
」
と
い
う
自
説
を
、
府
州
県
城
や
鋲
市
町
双
方
に
見
ら
れ
る
国
家
行
政
の
後
退
と
い
う
問
題
に
置
き
変
え
て
い
る
。
ま
た
そ
の
分
析
視
角
も
、
従
来
の
郷
紳
的
土
地
所
有
論
か
ら
で
は
な
く
、
「
行
政
的
欠
陥
を
民
間
(
地
域
住
民
と
客
商
ら
の
商
人
l
l引
用
者
)
が
埋
め
た
、
埋
め
よ
う
と
し
た
(
同
買
ど
と
い
う
図
式
に
改
め
て
い
る
。
更
に
「
明
代
、
鎖
市
町
水
柵
と
巡
検
司
制
度
」
(
『
東
方
学
』
七
四
一
九
八
七
年
)
町
結
論
部
分
に
お
い
て
は
、
「
明
末
以
降
、
デ
ル
タ
鎖
市
等
で
巡
検
司
等
行
政
機
閣
の
縮
小
が
み
り
れ
た
が
、
こ
れ
は
必
ず
し
も
鎖
的
行
政
的
地
位
の
低
下
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
(
一
一
回
頁
)
」
と
述
べ
、
一
九
七
九
年
同
時
点
で
の
自
説
を
翻
す
に
至
勺
て
い
る
。
(
7
)
こ
の
時
期
に
お
け
る
佑
役
面
で
の
国
家
の
都
市
商
工
業
者
把
握
強
化
の
動
き
に
つ
い
て
は
、
北
京
・
南
京
や
官
熟
県
域
を
対
象
と
し
た
以
下
町
分
析
の
中
で
既
に
考
察
を
試
み
た
。
拙
稿
寸
明
末
京
師
向
商
役
儀
免
問
題
に
つ
い
て
」
(
『
集
刊
東
洋
学
』
四
四
・
一
九
八
O
年
)
、
「
明
代
北
京
に
お
け
る
鋪
戸
と
そ
の
銀
納
化
|
|
t
都
市
商
工
業
者
向
実
態
と
把
握
を
め
ぐ
っ
て
|
|
」
(
『
歴
史
』
ざ
了
一
九
八
四
年
)
、
「
明
代
南
京
に
お
け
る
鋪
戸
町
役
と
そ
の
改
革
|
|
『
行
』
を
め
ぐ
る
諸
問
題
l
J
q国
士
館
大
学
人
文
学
会
紀
要
』
一
七
・
一
九
八
五
年
)
、
「
明
米
消
初
一
地
方
都
市
に
お
け
る
同
業
組
織
と
公
権
力
|
l
蘇
州
府
常
熟
県
『
峰
山
官
』
碑
刻
を
素
材
に
1
i
1
」
(
『
史
学
雑
誌
』
九
六
九
・
一
九
八
七
年
)
。
(
8
)
佐
久
間
重
男
「
明
代
の
商
税
制
度
」
(
『
社
会
経
済
史
学
』
一
三
|
三
・
一
九
四
三
年
)
。
(
9
)
『
明
史
』
巻
七
五
職
官
税
課
司
、
及
び
註
(
8
)
佐
久
間
論
文
等
参
照
。
(
叩
)
『
明
太
祖
実
録
』
洪
武
十
三
年
正
月
辛
酉
町
条
。
こ
の
時
、
吏
都
内
提
案
で
毎
年
の
課
額
が
米
五
百
石
以
下
の
税
課
司
周
三
六
四
所
が
廃
止
さ
れ
た
。
ま
た
正
徳
『
明
会
典
』
巻
三
二
戸
部
〈
課
程
v
事
例
及
び
『
明
英
宗
実
録
』
正
統
十
一
年
七
月
奏
酉
町
条
に
依
れ
ば
、
正
統
元
年
に
も
諜
紗
三
万
吋
以
下
町
制
課
司
周
向
山
崎
止
が
行
な
わ
れ
た
が
、
同
十
一
年
に
は
一
万
五
千
町
以
上
の
も
の
は
再
び
仮
設
さ
れ
た
。
吏
に
夫
版
元
年
に
も
、
部
紗
一
万
円
以
下
町
税
制
山
司
局
が
山
崎
止
さ
れ
て
い
る
。
(
日
)
因
み
に
菰
哨
『
太
平
府
志
』
巻
五
宜
貨
志
・
俸
給
に
依
れ
ば
、
本
府
で
は
税
諜
司
大
使
の
俸
給
は
六
O
石
(
本
色
米
二
四
石
と
折
色
紗
七
二
O
買
)
司
吏
は
一
-
一
石
(
本
色
米
三
石
六
4
と
折
色
紗
一
六
八
貰
)
、
所
属
の
税
課
局
官
は
一
四
石
四
斗
(
本
色
米
一
二
石
と
折
色
紗
四
入
賞
)
で
あ
っ
た
。
(
ロ
)
万
暦
『
明
会
典
』
幸
三
五
戸
部
課
程
《
商
税
〉
税
課
司
局
。
な
お
万
暦
司
上
海
県
志
』
巻
三
賦
役
志
・
税
課
で
は
、
本
県
税
課
局
の
裁
草
を
三
年
早
い
嘉
梢
四
十
三
年
同
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
例
か
ら
見
て
、
官)
『
明
会
典
』
に
基
い
て
作
成
し
た
表
I
町
年
代
別
裁
革
数
に
も
者
干
の
誤
差
が
見
込
ま
れ
る
が
、
大
勢
は
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
(
日
)
山
東
束
昌
府
観
城
県
の
よ
う
な
避
県
で
も
隆
鹿
末
年
問
機
的
問
題
が
生
じ
て
い
た
。
『
山
東
経
会
録
』
巻
九
均
倍
附
録
。
巡
捌
節
経
裁
減
、
各
府
州
腕
不
必
川
加
。
但
査
此
役
倶
以
商
枕
多
寡
将
司
持
迎
。
商
買
峻
集
、
堂
特
無
賠
納
之
山
氏
、
臨
工
食
猶
可
以
包
時
。
若
商
貨
不
語
、
其
白
不
官
十
餓
倍
、
即
如
蹴
城
蝉
無
市
側
封
鎖
庖
、
亦
無
商
現
住
来
、
課
段
原
額
雌
止
十
除
問
、
倶
係
巡
捌
包
納
。
(
中
略
)
由
此
推
之
、
巡
捌
之
賠
問
、
恐
不
調
ニ
脈
偶
然
、
凡
陳
隅
僻
邑
未
有
不
受
則
的
者
。
(
日
)
原
頒
(
定
額
)
主
義
が
中
国
財
政
の
主
要
な
特
色
で
あ
る
点
に
つ
い
て
は
、
梁
方
仲
町
『
万
暦
会
計
録
』
に
附
す
る
「
書
籍
評
論
」
(
『
中
国
近
代
経
済
史
研
究
』
三
l
二
一
九
三
五
年
)
を
審
問
。
(
日
)
註
(
8
)
佐
久
間
論
文
、
及
び
同
「
明
代
商
税
の
本
色
及
び
折
色
に
就
い
て
の
一
廿
見
」
(
『
オ
リ
エ
ン
タ
リ
カ
』
ニ
・
一
九
間
八
年
)
害
問
。
(
日
)
『
明
太
祖
尖
up
戊
成
十
二
月
「
赴
月
」
の
品
。
(
げ
)
『
明
太
机
実
的
叫
』
山
山
子
議
+
二
月
費
己
、
辛
丑
歳
二
月
甲
巾
-
丙
午
町
長
。
(
国
)
『
明
太
祖
実
録
』
壬
寅
歳
十
月
辛
卯
町
条
。
(
凹
)
『
明
太
祖
実
録
』
洪
武
八
年
三
月
辛
商
朔
町
長
。
伯
L
一
O
O文
以
下
の
少
額
は
銅
銭
で
徴
収
し
た
。
(
却
)
『
明
太
祖
実
録
』
洪
武
二
十
七
年
八
月
乙
百
円
品
。
(
幻
)
永
江
信
枝
「
明
代
紗
法
的
変
避
|
|
そ
町
崩
壊
の
原
因
を
中
心
と
し
て
-
1
」
(
『
史
論
』
九
・
一
九
六
一
年
)
参
照
。
(
忽
)
『
明
悲
宗
実
録
』
成
化
元
年
七
月
丁
巳
同
三
年
四
月
己
未
の
条
。
(
ね
『
明
孝
宗
実
録
』
弘
治
元
年
二
月
辛
丑
の
条
。
戸
部
前
南
京
ノ
昔
話
御
史
及
、
主
事
一
貝
、
監
牧
崇
文
門
宣
課
分
司
井
南
京
上
新
河
税
課
司
商
税
。
其
何
商
務
目
臨
清
・
准
安
揚
州
・
蘇
州
目
杭
州
・
九
江
金
抄
洲
紗
閥
、
井
張
家
潤
・
臨
清
・
准
安
・
揚
州
蘇
州
・
明代後半期江南諸都市町商税改革と門機銀(新111 
杭
州
・
釧
家
隔
・
正
防
鉱
税
諜
司
局
、
各
委
府
州
佐
武
官
一
貝
能
状
。
凡
課
程
、
除
崇
文
門
・
上
新
河
・
張
家
持
及
天
下
税
課
司
局
伺
嘗
銭
紗
兼
牧
外
、
除
紗
閥
枕
諜
司
局
天
下
戸
口
宜
盟
、
毎
紗
一
貫
折
牧
銀
三
同
師
、
毎
銭
七
文
折
銀
一
分
、
類
解
本
部
。
其
存
留
者
、
准
折
本
慮
官
軍
陣
畑
、
照
在
京
例
、
毎
銀
一
雨
折
紗
七
百
泊
、
従
之
。
但
し
、
路
町
が
か
さ
み
起
速
に
不
便
な
所
で
は
、
洪
武
年
間
よ
り
銭
紗
を
金
銀
に
晶
、
え
て
中
央
に
解
送
す
る
こ
と
が
許
可
さ
れ
て
い
た
。
こ
町
た
め
柵
江
温
州
府
の
ょ
っ
に
、
税
課
司
局
内
商
税
徴
収
も
銀
で
行
な
わ
れ
て
い
た
事
例
も
見
ら
札
る
。
『
明
立
宗
実
録
』
宣
徳
六
年
六
月
甲
辰
の
条
。
(
剖
)
『
明
世
宗
実
録
』
那
梢
四
年
正
月
己
巳
同
条
。
(
お
)
『
姑
蘇
志
』
的
場
合
、
正
徳
元
年
序
刊
本
に
は
な
い
折
銀
額
が
、
高
梢
二
十
一
年
後
補
刊
本
で
は
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
(
お
)
こ
の
商
税
「
減
税
」
が
当
時
の
商
品
流
通
全
体
に
及
ぼ
し
た
波
及
効
果
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
(
幻
)
万
暦
『
明
会
典
』
巻
三
五
戸
部
課
程
ハ
商
税
V
税
課
司
局
、
各
司
局
街
門
歴
朝
挫
革
不
一
、
其
己
革
街
門
課
程
、
仙
子
該
府
州
牒
及
附
近
司
局
帯
管
。
或
子
均
徳
内
嗣
補
。
或
料
草
地
巡
捌
工
宜
銀
抵
捕
、
歳
掛
不
快
。
(
担
)
引
用
史
料
で
は
「
城
市
」
と
あ
り
、
県
市
(
県
城
の
市
街
地
)
の
み
を
指
す
か
、
県
域
と
鎖
市
と
を
指
す
か
明
り
か
で
は
な
い
が
、
万
暦
『
嘉
定
県
志
』
巻
六
貢
課
(
本
文
問
買
に
引
用
)
な
ど
他
円
多
〈
町
史
料
か
ら
鎖
市
を
も
合
的
た
。
な
お
消
代
町
例
で
あ
る
が
、
乾
隆
『
上
海
県
志
』
巻
四
税
課
国
朝
諜
額
に
は
、
門
機
課
紗
銀
一
百
雨
、
定
例
城
七
郷
三
、
徴
於
市
川
幽
庖
戸
輪
納
・
・
。
と
あ
る
よ
う
に
上
海
県
で
は
、
門
機
課
紗
銀
的
負
担
比
車
を
県
域
七
割
・
鎖
市
三
割
と
定
め
て
い
た
。
(
却
)
万
暦
『
明
会
典
』
の
記
載
に
は
‘
見
山
と
同
里
町
二
局
が
漏
れ
て
い
る
。
112 
見
山
県
税
課
局
は
正
徳
以
前
に
、
同
里
(
鎖
)
秘
課
局
は
弘
治
五
年
に
廃
止
さ
れ
た
。
那
靖
『
呉
江
県
志
』
巻
五
建
置
・
廃
署
害
問
巴
(
初
)
佐
久
間
重
男
「
明
代
的
門
機
税
と
都
市
商
業
と
の
関
係
」
(
『
中
山
八
郎
教
授
領
寿
記
念
明
消
史
論
議
』
・
一
九
七
七
年
)
二
八
四
i
五
頁
。
(
出
)
こ
こ
で
、
『
江
陰
県
志
』
が
改
革
的
理
由
と
し
て
挙
げ
る
勺
征
税
煩
挺
」
内
意
味
す
る
所
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
明
代
的
税
制
岬
司
局
で
町
商
税
徴
収
円
実
態
に
関
し
て
は
、
未
だ
に
不
明
な
点
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
主
に
史
料
的
制
約
に
基
く
所
が
大
き
い
。
地
方
志
向
「
税
部
」
や
「
課
程
」
等
の
記
述
は
、
「
賦
役
L
や
寸
回
土
」
等
に
見
ら
れ
る
詳
細
な
統
計
や
沿
革
に
関
す
る
記
述
と
は
異
な
り
、
そ
の
多
く
は
歴
代
的
課
程
額
町
羅
列
に
終
始
し
て
い
る
。
正
徳
『
明
会
典
』
巻
三
二
戸
部
・
金
科
〈
課
程
v
事
例
に
は
、
景
恭
二
年
同
北
京
都
税
司
円
「
牧
枕
則
例
」
を
載
せ
て
い
る
。
般
密
に
言
え
ば
、
こ
れ
は
、
貨
物
内
品
目
毎
に
税
紗
{
免
)
牙
銭
捗
・
場
一
一
間
紗
傾
向
三
者
を
記
載
し
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
、
北
京
附
郭
の
大
興
・
宛
平
両
県
に
設
け
ら
れ
た
引
房
に
お
け
る
収
税
則
例
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
端
房
は
、
商
税
徴
収
を
も
兼
ね
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
税
紗
額
は
当
然
郡
司
町
収
税
則
例
に
準
拠
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
こ
の
収
税
則
例
で
は
‘
貨
物
の
品
名
や
品
質
毎
に
単
位
数
量
と
課
税
額
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
極
め
て
煩
附
ず
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
北
京
都
税
司
の
み
な
ら
ず
、
各
地
的
税
課
司
局
の
則
例
も
、
こ
れ
と
同
様
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
か
か
る
収
税
則
例
に
由
来
す
る
商
税
徴
収
上
向
煩
雑
さ
も
、
徴
税
自
体
が
通
貨
政
策
や
財
政
上
町
意
義
を
付
与
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
れ
程
問
題
と
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
前
節
で
指
摘
し
た
如
く
銀
納
化
に
伴
な
い
商
税
額
が
目
減
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
従
来
的
意
義
を
喪
失
ま
た
は
低
下
さ
せ
た
た
め
に
、
こ
の
時
期
「
征
税
煩
挺
」
町
問
題
が
前
回
に
押
し
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
、
ヲ
。
(
詑
)
藤
井
宏
二
傑
制
法
の
一
側
面
」
(
『
和
田
博
士
還
暦
記
念
束
洋
史
論
描
』
・
一
九
五
一
年
)
。
(
お
)
同
様
町
指
摘
は
、
万
暦
『
金
翠
府
志
』
巻
八
回
賦
・
課
程
に
も
見
え
る
。
又
以
巡
捌
所
至
騒
援
、
途
龍
巡
捕
、
郎
以
役
銀
抵
納
局
謀
、
毎
歳
剰
銀
二
十
九
雨
有
奇
、
公
私
雨
使
、
諜
銀
歳
培
、
不
調
能
去
附
市
之
征
己
也
。
(
担
)
山
品
目
前
相
『
松
江
府
志
』
巻
九
回
賦
・
門
拙
課
税
、
及
び
万
暦
『
育
浦
県
志
』
巻
二
賦
法
・
門
機
。
(
お
)
万
暦
『
寧
国
府
志
』
巻
八
企
貨
志
に
載
せ
る
附
郭
宣
城
県
町
賦
役
の
「
見
行
則
例
」
に
は
、
税
課
紗
-
e
内
、
商
税
紗
・
・
折
銀
一
百
四
十
一
雨
六
銭
・
¥
門
機
酒
酷
等
紗
j
a
共
折
銀
八
雨
一
鋭
、
並
在
城
沿
門
釧
戸
出
掛
。
と
あ
る
。
な
お
寧
国
府
町
場
合
、
折
銀
率
は
紗
一
貫
l
銀
二
鑑
で
あ
っ
た
。
(
剖
)
万
暦
『
明
会
典
』
巻
三
五
戸
部
課
程
〈
商
税
V
税
課
司
局
。
(
幻
)
万
暦
『
杭
州
府
志
』
巻
三
O
回
賦
・
課
程
八
富
陽
県
V
に
依
れ
ば
、
宮
陽
県
税
課
局
と
新
城
県
税
課
局
的
課
程
額
は
銀
一
八
五
・
六
両
余
で
あ
っ
た
が
、
両
局
町
並
欄
一
O
名
目
役
銀
八
O
岡
を
充
当
し
た
残
り
一
O
五
・
六
両
余
を
、
寓
陽
県
内
「
市
座
各
埠
門
搬
派
銀
」
四
七
・
六
両
余
と
「
各
鋪
行
分
別
上
中
下
コ
一
等
紳
銀
」
四
凹
両
、
及
び
新
城
県
内
門
搬
派
銀
一
四
両
に
よ
っ
て
捕
っ
て
い
る
。
富
陽
県
町
市
直
各
埠
門
搬
派
銀
と
各
鋪
行
分
別
上
中
下
三
等
抑
銀
と
は
、
科
派
基
準
が
異
な
っ
て
い
た
と
唱
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
詳
細
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
(
お
)
菰
哨
二
十
八
年
刊
本
『
那
興
府
国
記
』
巻
入
物
土
田
賦
。
(
却
)
万
冊
目
『
嘉
興
府
士
山
』
巻
八
課
程
に
依
札
ぱ
、
平
湖
県
で
は
、
以
土
砂
銀
、
毎
年
均
倍
内
北
制
巡
側
山
名
役
銀
三
十
二
雨
抵
課
。
不
足
、
均
派
市
銀
鋪
行
縮
納
、
解
府
特
解
。
と
あ
り
、
上
海
県
内
方
法
が
取
ら
れ
て
い
る
、
と
こ
ろ
で
嘉
普
県
町
場
合
に
は
、
宮)
貌
剛
山
枕
課
局
(
銀
六
一
・
一
両
余
)
・
・
・
・
均
徳
内
審
編
巡
捌
三
名
、
徴
牧
住
賀
商
税
時
納
、
如
有
不
足
、
就
於
巡
捌
役
銀
一
十
二
雨
包
補
、
解
府
騨
解
。
と
あ
り
、
こ
の
時
占
で
も
住
売
商
税
が
徴
収
さ
れ
て
い
た
ょ
っ
な
表
現
も
見
ら
れ
る
。
し
か
し
貌
柑
税
課
局
は
、
万
暦
『
明
会
典
』
巻
三
五
に
依
れ
ば
正
徳
二
年
に
裁
草
さ
れ
巡
欄
も
廃
止
さ
れ
て
い
た
円
で
あ
る
か
ら
、
実
際
に
は
住
売
商
税
分
を
鋪
戸
に
負
担
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
(
岨
)
康
照
『
帰
安
県
志
』
巻
六
賦
役
志
、
図
朝
順
泊
四
年
刊
定
賦
役
全
書
、
・
・
千
金
税
課
局
額
徴
課
紗
銀
(
八
四
八
両
余
)
・
斐
湖
等
鋲
牙
釧
出
排
、
蹄
経
由
用
。
消
初
順
治
年
間
の
賦
役
全
書
は
、
明
末
の
そ
れ
を
ほ
ぽ
踏
襲
し
た
こ
と
か
ら
、
明
末
既
に
牙
行
や
鋪
戸
町
負
担
と
な
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
(
引
)
郷
紳
の
優
免
特
権
に
つ
い
て
は
、
和
田
正
広
「
徳
役
優
免
条
例
の
展
開
と
明
末
挙
人
的
法
的
位
置
」
(
『
東
洋
学
報
』
六
O
一
二
・
一
九
七
八
年
)
等
参
照
。
郷
紳
の
使
免
は
本
来
里
甲
正
役
以
外
的
雑
役
に
の
み
適
用
す
る
と
規
定
さ
れ
て
い
た
が
、
現
実
に
は
在
地
的
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
拡
大
解
釈
さ
れ
、
徳
役
以
外
的
商
税
に
も
及
ん
で
い
た
点
は
、
注
目
に
価
す
る
.
(
姐
)
康
阻
『
帰
安
県
志
』
巻
三
秩
官
表
明
に
依
れ
ば
、
知
県
任
道
学
の
在
任
期
間
は
万
暦
十
七
年
か
ら
二
十
年
ま
で
で
あ
る
。
(
時
)
万
暦
『
紹
興
府
志
』
巷
三
署
解
志
・
雑
署
、
廃
署
、
及
び
巷
一
五
回
賦
門
機
妙
、
商
税
砂
、
万
暦
『
上
虞
県
志
』
巻
八
貴
貨
志
・
課
程
。
(
叫
)
嘉
晴
『
寧
波
府
志
』
巻
一
二
貢
賦
・
額
徴
課
程
紗
、
及
び
註
(
お
)
。
(
拓
)
詫
(
3
)
劉
石
吉
論
文
、
及
び
註
(
7
)
拙
稿
「
明
未
消
初
一
地
方
都
市
に
お
け
る
同
業
組
織
と
公
権
力
」
参
照
。
(
日
明
)
嘉
靖
二
十
一
年
後
補
刊
『
姑
蘇
志
』
巻
一
五
回
賦
・
商
税
、
万
暦
『
上
海
県
志
』
巻
三
賦
役
志
・
税
謀
、
崇
顧
『
松
江
府
志
』
巻
九
回
賦
・
歳
計
賦
額
〈
門
搬
課
税
vo
こ
の
外
、
嘉
輿
府
の
よ
う
に
都
市
佑
役
と
し
て
の
総
明代後半期江南諸都市町商税改革と門機銀(新113 
甲
や
火
夫
町
田
胤
役
銀
を
調
達
す
る
た
め
に
行
な
っ
た
税
が
、
門
機
銀
と
呼
ば
れ
て
い
る
例
も
あ
る
.
万
暦
『
嘉
興
府
志
』
巻
八
課
程
附
八
門
機
v
、
万
暦
『
秀
水
県
志
』
巻
三
宜
貨
志
・
貢
諜
〈
門
機
紗
V
な
ど
。
総
甲
や
火
夫
向
原
役
化
を
め
く
る
都
市
改
革
に
つ
い
て
は
、
夫
馬
進
「
明
末
の
都
市
改
革
と
杭
州
民
変
」
(
『
東
方
学
報
(
京
都
)
』
凹
九
一
九
七
八
年
)
参
照
。
(
訂
)
註
(
初
)
佐
久
間
論
文
。
(
拙
)
よ
り
正
確
に
言
、
え
ば
、
「
突
徴
数
」
(
二
九
九
頁
)
町
中
に
は
廃
止
し
た
巡
捌
町
役
銀
も
含
ま
れ
て
お
り
、
実
際
に
徴
収
し
た
数
で
は
な
い
。
(
岨
)
註
(
8
)
佐
久
間
論
文
及
び
同
「
明
代
に
お
け
る
商
税
と
財
政
と
の
関
係
(
一
)
(
二
)
」
(
「
史
学
雑
誌
』
六
五
l
一
・
二
一
九
五
六
年
)
参
照
。
(
印
)
詑
(
7
)
拙
稿
参
問
。
(
日
)
天
啓
『
准
安
府
志
』
巻
一
二
貢
賦
志
〈
門
機
季
税
原
委
v。
東
洋
文
庫
所
蔵
の
米
国
国
会
図
書
館
椛
旧
北
平
図
書
館
蔵
n
M
m
本
町
当
該
部
分
は
、
判
読
不
可
能
な
部
分
が
多
い
が
、
幸
い
司
天
下
部
国
利
病
啓
』
第
一
一
冊
惟
徐
備
録
に
よ
リ
そ
の
一
部
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
。
〔
附
記
〕荘
(
国
)
向
原
相
主
義
的
財
政
y
ス
テ
ム
が
唐
宋
変
革
期
以
降
町
中
国
専
制
国
家
の
政
治
経
済
に
及
ぼ
し
た
保
々
な
問
題
に
つ
い
て
は
、
岩
井
茂
樹
「
中
国
専
制
薗
京
と
財
政
L
(
『
中
世
史
講
座
』
6
、
中
世
の
政
治
と
戦
争
所
収
干
定
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。
